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 １０月１７日（木）、１８日（金）に北の大地、北海道富良野市にて全国公民館研究集会が開催

されました。最低気温１度と予報で聞いており、コートを持って行きましたが、富良野は雪。台風

の影響もあって 1 ヶ月早い初雪に遭遇してしまいました。本大会は、「地域を育む公民館活動～コ

ミュニティづくりに求められる公民館のあり方～」というテーマで開催され、全国から約 850 名

の参加がありました。２日目には５つの分科会に分かれ研修を深めました。来年度は埼玉県、平成

27 年度は鳥取県で開催されます。 

 

          実践発表 埼玉県久喜市教育委員会生涯学習課の実践より 
 

「公民館で学んだことをいかして学校・地域とのつながりを深める」 
                  

公民館主催の「市民大学」で学んだ卒業生が、「放課後子ども教室ゆうゆうプラザ」で講師などを務

め、地域に貢献している。そして、図のような学びの循環により、学校を核としたコミュニティを作り

出している。 

 市民大学は生涯学習活動やボランティア活動を通じて、地域づくりや町づくりのリーダーを育てるこ

とを目的とした２年制大学である。久喜市在住で３０歳以上の人が入学することができ、学習内容は以

下の通りである。 

① 基礎講座（久喜市についての基礎理解を深める。市政、歴史、風土など） 

② 教養講座（政治経済、文学、福祉など） 

③ まなびすと講座（生涯学習、ボランティア活動のリーダー養成） 

④ 特別講座（講演会、視察研修など） 

成果としては、多くの地域住民

の参画が、学びの場の広がりにつ

ながり、異世代交流に発展してい

る。また、市民大学の卒業生が、

学校に関わることでコーディネー

ターとして学校と地域をつなぎ、

協働関係を構築している。 
 

（感想）学んだことが地域や子どもたちに還元されることで、やりがいが生まれ、さらに生きがいにつながってい

ると感じました。また、市民大学のねらいが明確であるため、参加者の学ぶ意欲が高いことも成果に繋がって

いると思います。自分の学びが広がりを見せることで、喜びがパワーに変わり、「学びの循環」が構築されていく

過程がよくわかる実践でした。（岸本） 

 

１１月１８日（月） 

 中部地区生涯学習実践研究交流会（湯梨浜町中央公民館） 

１１月１９日（火） 

 中部地区社会体育、社会教育担当者合同研修会（湯梨浜町羽合トレーニングセンター） 

１１月２１日（木）、２２日（金） 

 第 36 回中国・四国地区社会教育研究大会広島大会 

分科会 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「すべての人間は、生まれながらに自由であり、かつ、尊厳と権利とについて平等

である」。これは「世界人権宣言」の第一条です。「世界人権宣言」は、１９４８年

の第３回国際連合総会において採択されました。 

 日本では、この「世界人権宣言」が採択された日（１２月１０日）を記念して、

毎年１２月４日から１０日までの期間が「人権週間」と定められ、人権意識向上の

ためのさまざまな取組が全国的に行われます。  

 各町では、この週間に合わせて研修会が予定されています。多くの方に御来場を

いただき、人権について考える機会としていただきたいと思います。 



 

 研修の秋ですね。私たち社会教育関係者は、様々な研修会に参加し、地域での事業に役

立てようと学んでいます。しかし、なかなか思うように生かせず悩むことも多いと思いま

す。受講者から指導者へ、学んだことを地域に広げ、地域で学びの循環が生まれる、そん

なしかけを考えてみませんか。中部地区の社会教育担当者を中心に研修会を企画しました。

たくさんの御参加をお待ちしています。市町の教育委員会を経由してお申込みください。

１１月８日（金）以降のお申込みは、 

中部教育局の岸本までお願いします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中部教育局 社会教育担当 

電話  0858－23－3253 

FAX   0858－23－5203 

E-mail kishimoto-r@pref.tottori.jp 

【あとがき】 

クールビズも終わり、冬の足音が聞こえるようになり

ました。大山の紅葉も見頃を迎え、海の幸松葉がに漁も

解禁されました。山も海も身近にあるこの鳥取に住んで

いてよかったと感じます。北海道では、初雪が降る少し前

から雪虫が発生し、冬の訪れを告げるそうです。おしりに

ついている白い毛が、雪のように舞うそうです。（岸本） 

 

雪虫 


